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平成平成平成平成２４２４２４２４年第年第年第年第１１１１回議会報告会実施報告回議会報告会実施報告回議会報告会実施報告回議会報告会実施報告書書書書    

開 催 日 時 平成２４年５月２６日（土） １９時３０分～２０時５５分 

開 催 場 所 アスピアやましろ 

担 当 議 員 

班代表者 髙味 孝之 

司 会 者 谷川 光男 

報 告 者 伊藤紀味枝 

記 録 者 片岡  廣、兎本 尚之 

班    員 

（上記以外） 
尾﨑 輝雄 

 一般参加者数      ６人  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主 な 質 疑 

・ 意 見 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ 住基カードを出張所などで出せないのか、また免許証を持っていな

いと２回行かないといけなくて不便だ、どう解決するのか。 

Ａ 本庁でお願いしたい。 

 

Ｑ 介護保険とかの改定で元気な高齢者は何も恩恵はないのか。 

Ａ 介護施設が増えていけば介護保険料は上がっていくというような

状態である。元気な人に対して還元はないのかという質問はあるが現

在のところ、そこまで踏み込んでの答弁はない。 

 

Ｑ やすらぎ苑のバスが廃止され、どのような対策をしたのか。グラウ

ンドゴルフ大会があり、今までは選手を運んでくれたのに出来なくな

って参加人数が大分少ないという話がある。北の者は歩いていくわけ

にもいかないし、バスを借りたらかなりのお金がかかった。見返りに

やすらぎ苑を利用する人にコミュニティバスなど便宜も図ってほし

い。 

Ａ 特別委員会での答弁では、旧３町でのバスの統一要領をまとめてい

く方向である。残念ながら、議会には執行権がない。 

 

Ｑ 住基カードの費用対効果などの議論をしっかりとすべきで、今導入

しないといけないのか。 

Ａ 自由討議でその件を含め議論はあったが、最終的には多数決で決ま

った。 

 

Ｑ カードをどこまで普及させるのか目標をたてて導入しないと価値

のないものになる。賛成した人の意見を聞きたい。 

Ａ ７割の方が市外に勤めているなかで住民サービスにつながると思

い賛成した。お金に換えられない時間というものは強いと考えてい

る。 
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  上記のとおり、報告します。 

 

平成２４年６月４日 

 

木津川市議会議長 尾﨑 輝雄 様 

 

           平成２４年第１回議会報告会  

第３班 代表者  髙味 孝之 ㊞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主 な 質 疑 

・ 意 見 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ 市有バスが５台から３台になり、市のボランティアで市のバスを借

り研修旅行などに行っていたが、研修に行くバスが借りにくくなるの

で他のバスを借りると４２，０００円かかる。補助金は出ないのか。   

税金は上がるし、サービスが低下する。高齢者が増えてくる。コミ

ュニティバスをもう少し利便性のある方向性で考えてほしい。 

Ａ 市地域公共交通総合連携協議会で検討されている。 

 

Ｑ 議会には権限がないとかいうそんな意思では議員なんてやめてほ

しい 

Ａ 議会には予算編成権が無いが、今回の報告会の内容は行政側に伝え

る。 

 

Ｑ 木津小学校の構内の中に車が並んでいるのはいいのか。 

Ａ 図書館の駐車場が狭いため、学校の好意で貸していただいている。 

 

Ｑ 市の土地を職員駐車場にするのは良いのか 

Ａ 駐車料金を徴収している。一般質問で取り上げている議員もいる。 

 

Ｑ 都市ガスから LP ガスに変わった。誰が変えたのか。 

Ａ LP ガス協会から都市ガスと同じ価格にするから使ってくれという

話があった。今現在までの流れを調べる。 

 

Ｑ 議会報告会に参加される議員を会場ごとに知りたい。 

Ａ 今後検討したい。 

 

Ｑ 木津川市の中で何か起こっていないか。非常に病欠が多い。年々５

割増。 

早く手を打たないと職員が大変。病休が多い職場はろくな職場では

なかった。私は木津川市に危機感を持っている。 

Ａ 調査して、適切な措置を行政に申し伝える。 

質問・要望 

 等で行政側

へ報告すべ 

き内容 

 

・バスをもっと利便性のあるものに。 

・病気休暇が多い、対処が必要。 

そ の 他 

特 記 事 項 
 なし 


